





































































































































































































































































マルクス主義(階級闘争) I→ | ファシズム(民族闘争)
闘争・(暴力)革命
全体主義論については，その概念が異質な対象をひとくくりにしてしまう
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ないことで変化するということになる。











































































































































































NV > H > P > D > N 
























































































































































『戦時期日本の精神史一一1931-1945年』岩波書庖， 1982年， 232ペー ジ)。
( 5) 吉本隆明「転向論J(同『マチウ書試論・転向論」講談社学芸文庫， 1990年
所収)291ペー ジ。
(6 ) 向上， 299-300ペー ジ。
(7) 向上， 307ペー ジ。
(8 ) 鶴見俊輔「転向論の展望一一吉本隆明・花田清輝J(前掲『共同研究転向』
6，戦後篤下，平凡社東洋文庫， 2013年所収)58-9ペー ジ。
( 9 ) 向上， 64-5ペー ジ。
(10) 北川透「戦争責任論の位相一一吉本隆明の出現J(同「荒地論一一戦後詩の
生成と変容』思潮社， 1983年所収)111ペー ジ。



























『共同研究転向JI3，戦中篇上， 2012年所収)， 328ペー ジ。
(21) 高畠通敏「生産力理論一一大河内一男・風早八十二J(向上所収)378ぺー
ジ。


























(34) I現況」としては日中戦争，独ソ不可侵条約， 日ソ聞の緊張緩和， ソ連在住
朝鮮人の強制移住.I理念」としては「東亜新秩序J.I内鮮一体論」などが挙
( 1027) 191 
政経論叢第82巻第5・6号
げられる(洪宗郁『戦時期朝鮮の転向者たち一一帝国/植民地の統合と亀裂」
有志舎， 20日年， 57， 61， 65-71， 73-84ペー ジ)。
(35) 前掲「文化相対主義とデモクラシーJl7lペー ジ。
(36) 拙稿「デモクラシー批判の構造J~政経論叢J 第 70 巻，第 3 ・ 4 号， 2001年
12月参照。
(37) 拙稿「人権批判の構造J~政経論叢』第 80 巻第 5 ・ 6 号， 2012年3月， 45-9 
ペー ジ。
(38) 同上， 58-61ペー ジ。
(39) 向上， 60ペー ジ。
(40) 拙稿「寛容論Jr政経論叢』第 81巻第5・6号， 20日年3月参照。




彦，松本真一郎訳)~対独協力の歴史』白水社， 1990年， 22ペー ジ)。
(43) たとえば，スチュアート・ヒューズ(荒川幾男，生松敬三訳)rふさがれた
道一一失意の時代のフランス思想 1930-1960Jみすず書房， 1970年， 96， 111， 
135， 136， 159， 160ペー ジ， H. R.ロットマン(天野恒雄訳)rセーヌ左岸 フ
ランスの作家・芸術家および政治:人民戦線から冷戦まで』みすず書房， 1985 
年， 152-3， 328， 343， 355ペー ジ。
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